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会計監事

鳩野　逸生　　　印

会計監事

小西　正躬　　　印

会計帳簿の作成・収支・諸資産の保全が正しく成されていることを認める．

資産の部

負債の部


年頭のご挨拶

スケジューリング学会会長　

藤本 英雄　名古屋工業大学

本年度も，スケジューリング学会の各種の重要なイベントが幾つも予定されています．

まず，スケジューリング国際シンポジウム2004淡路島です．2002年度に第1回が浜名湖畔で開催され，今回が2回目です．国内外でも認知も広がり，海外からの論文投稿が増えました．岡山大学小西教授を委員長とする現地実行委員会及び木瀬国際プログラム委員長を中心とする方々の準備のお陰です．

また，本学会の最大の年中行事である国内シンポジウムも徳山副会長を始め静岡地区のメンバーを中心に大々的に準備を進めていただいております．本学会の発生の基礎となったイベントでもあり，10年を経過した節目として，多くの企画を組んでいただいております．国内のスケジューリングシンポジウムも創設の初心に戻って，会員を始め，多数の参加を期待します．

さて，国内では，ここ数年新しい動きとして，横断型基幹科学技術研究団体連合が立ち上がり，その発足に当学会も参加しております．おりにふれ

てお話ししておりますが，当学会はその発足の経緯からも横断的側面が大であり，積極的にこの活

動に加わっておりますし，今後も継続していきた

いと考えております．

横断型基幹科学技術研究団体連合もその一例ですが，いずれにせよ当学会の活動の基本方針として，会員メンバーから提案いただいた各種の活動に積極的に支援，参加を行うこととしております．この為，会員より提案の研究会等の創設は，資金支援はほとんどありませんが，学会主催又は共催の活動の中心と位置づけており，すべて前向きに対処することとしております．ぜひ幅広い分野での今まで以上の会員各位の提案と活動を期待します． 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
スケジューリング国際シンポジウム 2004　(ISS2004)

主催：スケジューリング学会，日本機械学会生産システム部門
共催・協賛：日本オペレーションズ・リサーチ学会，計測自動制御学会，システム制御情報学会，日本経営工学会，人工知能学会ほか 

期日：2004年5月24日(月)～26日(水)

場所：淡路夢舞台国際会議場　(兵庫県津名郡東浦町夢舞台1番地)

淡路夢舞台に関する詳細情報は，

http://www.yumebutai.org/から参照できます.

目次

年頭のご挨拶
1頁
COM・APS(先進的スケジューリング)
６頁

スケジューリング国際シンポジウム 2004　(ISS2004)
1頁
報告



スケジューリングシンポジウム２００３始末記
２頁
事務局からのお知らせ
６頁

研究部会スケジューリング・シンポジウム 2004ご案内３頁
日本スケジューリング学会2004年度総会報告
３頁



ならびに理事会報告




2003年度事業報告
５頁
（資料1）　新任理事
７頁


2004年度学会賞受賞者
５頁
（資料2）　スケジューリング学会会則改正
８頁　


2004年度事業計画案
５頁
（資料3）　2004年度　収支予算案　
８頁


夢舞台からは，瀬戸内海のすばらしい景色を見ることができます．公式ホテルであるウエスティンホテル淡路は，ワールドカップが日本で開催された際，イングランド代表チームが滞在しました.　デービッド　ベッカム選手のユニフォームとサインが展示されています．
ISS04の主旨：
最近のスケジューリング理論の進歩および生産現場での実践技術の進展は目覚しいものがあります．特に，近年のグローバリゼーション，メガコンペティション（大競争）時代においては，企業の存続・発展のためのキーテクノロジーとしての戦略的スケジューリングの重要性は高まる一方です．また，最近のIT革命下において，SCM・APS・TOCなどのスケジューリングの方法論や理論が話題となっています．このような状況のもとで，このシンポジウムは，日本国内と諸外国のスケジューリング研究者が一堂に会し，活発な討論を通じて，相互の交流を深める場として企画されました．スケジューリングの理論と実践を課題に，会議を実りあるものとするために，会期を 3日に設定し，泊り込みで，より自由な討論ができるようにしました．これにより21世紀の戦略的スケジューリング技術への新たな展望も見出されるものと期待されます．多数の皆様の積極的な参加をお願いいたします．

関連分野：
スケジューリング理論/実践スケジューリング技術/最適化法/評価法/TOC/APS/SCM/ERP/CIM/JIT/プランニング/コンカレントエンジニアリングなど，スケジューリングに関する全テーマ
論文投稿の関連情報

国内外の著名な講師による４件の，基調講演，特別講演，チュートリアル講演を予定しております．

一般講演については，日本を含め１０カ国から50件近い講演申し込みが寄せられています．

＊本シンポジウムの優秀論文によるJSME　Int.　論文誌特集号（2005年3月発行）を企画しております.
＊Best paper awardを企画しております. 
論文投稿スケジュール:

講演申し込み期限(PDFファイル同時提出)：
2004年1月15日（申し込み受付終了）
　注：
ショートペーパー　　２頁


フルペーパー　　　　４－６頁
受諾通知期限： 2004年3月1日
最終カメラレディ原稿提出期限： 
2004年4月1日
参加費:

 学会員および共催学会員　 30,000円
 その他　　　　　　　　　 40,000円
 学生　　　
10,000円
 1冊の講演論文集，懇親会代を含みます.  

宿泊:

１泊：１３，８６０円，２泊：２０，０００円，

３泊：３０，０００円，４泊：４０，０００円
(ウェスティンホテル淡路 リゾート＆コンファレンス, 宿泊と朝食を含みます. )

  ISS04問合せ先：
  現地実行委員会委員長　小西正躬 

〒700-8530 岡山市津島中 3-1-1

岡山大学工学部電気電子工学科
Tel: -86-251-8123, FAX: 086-251-8111

E-mail: iss04-lc@thomas.istc.kobe-u.ac.jp(問い合わせ) 

http://thmoas.istc.kobe-u.ac.jp/iss04/（シンポジウムホームページ） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
スケジューリングシンポジウム
２００３始末記

実行委員長　　　
由良憲二（電気通信大学） 

　2003年10月9日（木）、10日（金）にスケジューリングシンポジウム（以下SSと記します）２００３が電気通信大学総合研究棟（通称：コミュニケーションパーク）マルチメディア講義室で開催されました。参加者は学会員４４人、非学会員４人、学生２２人の合計７０人、発表件数は記念講演１件、特別講演１件、チュートリアル１件、研究発表１６件の合計１９件でした。会計的には１９万円弱の黒字となりました。発表件数が少ないことから発表会場を１つにしましたが、逆に会場には多数の方にご出席いただき、ご講演に対する会場からの質疑や討論を活発に展開していただきました。このようなシンポジウムのお世話させていただきましたことを、大変名誉なことと存じております。

　さて、ＳＳ２００３のテーマは、“高度コミュニケーション社会とスケジューリング”にしました。これは、電気通信大学が目指す「高度コミュニケーション社会の基盤となる“高度コミュニケーション科学”を創造し、人類の幸せに貢献する」という方針を基にしています。コミュニケーションないし同社会をキーワードにスケジューリングを捉えると、直面する課題への新しいアプローチが本学会から提起されるのではないかと考えたためです。シンポジウムでのご発表を、何と何とのコミュニケーションがなされているかという観点で拝見しますと、ジョブと機械、対象の部門間、組織間、組織構成員間、アルゴリズムと知識ベース、要求者と回答者といった形で見られ、コミュニケーションの役割を再確認させていただきました。

ところで、今回のご講演は、「知識ベース活用＆ＧＡ活用スケジューリング」、「スケジューリングの汎用技術＆汎用モデル」、「生産＆物流スケジューリング」、そして「リアルタイム＆ユビキタススケジューリング」という４つのセクションに分けました。実は、互いに排反独立で、全てのご発表を包括するような分類軸の設定をめざし、色々と検討しましたが、結局、分類軸を見出すことができず最終的に上記のようになりました。従いまして、複数のセッションに該当するご発表や、主旨がセッション名と多少異なるご発表を割り当てましたこと、この場をお借りしてお詫び申し上げます。
　最後になりましたが、ご講演者並びにご参加の皆様、誠に有難うございました。皆様のお陰で無事にシンポジウムを開催することができました。厚く御礼申し上げます。次回のＳＳ２００４は静岡大学にて9月29日（水），30日（木）に開催されると伺っています。読者の皆様が多数ご参加なされ、盛会でありますことを祈念し、ＳＳ２００３の始末記を締めくくらせていただきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
スケジューリング・シンポジウム 2004

ご案内

「“流れ”を活かすスケジューリング 

－人・もの・金・情報をたばねて－」 
開催日： ２００４年９月２９日（水），３０日（木）

開催場所： 静岡大学 浜松キャンパス

主催： スケジューリング学会

共催： 静岡大学工学部・情報学部

協賛(申請中も含む)： 日本機械学会，日本オペレーションズ・リサーチ学会，システム制御情報学会，日本経営工学会，人工知能学会，経営情報学会，計測自動制御学会，日本品質管理学会，日本生産管理学会，ＰＳＬＸコンソーシアム，サプライチェーン・カウンシル日本支部，その他

後援(交渉中も含む)： 浜松商工会議所，（株）フレームワークス，(株)構造計画研究所，その他

一般講演の他に，基調講演，特別講演，チュートリアル，パネルディスカッション

「スケジューリング最前線～現場は今熱い～」等を企画しています．

大会委員長： 徳山 博于（静岡大学 情報学部）

問い合わせ先： 八巻 直一（大会副委員長）

〒432-8011　浜松市城北3-5-1 

静岡大学工学部 システム工学科

FAX: 053-478-1214

E-mail: yamaki@sys.eng.shizuoka.ac.jp

参加・発表申込等，詳細は，３月下旬ころお知らせ致します．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日本スケジューリング学会2004年度総会報告ならびに理事会報告

総会・理事会開催日時：

　　　　2003年10月10日(金)

総会・理事会開催場所：

電気通信大学

Ⅰ．第12回スケジューリング学会理事会報告

1． 総会議案についての承認

藤本会長から総会資料（案）にそって2003年度事業報告及び収支決算報告、2004年度事業計画及び予算案について説明があり、2003年度会計監査を含めて原案通り承認されました。これらに関しては、総会報告をご参照下さい。

2． 協議事項等

1 会員の入退会状況と会費の督促

10名弱の新規入会がありました。

130名～140名の会員が今後１年間に会費を納入する見込です。

会費未納者には、昨年度分（資料の整備されている2002年度分）から督促します。

2 予算案関連事項

特別事業積立金への繰り入れを2004度予算では0円とします。

ホームページの管理を名古屋工業大学藤本研究室へ移管し、ホームページ維持費の学会負担をなくします。

Ⅱ．総会報告

１．2003年度事業報告

　2003年度は以下の事業を行いました．

（１）SS2002の開催

スケジューリング・シンポジウム2002を大阪大学銀杏会館で開催しました．

（２）ニューズレターの発行

2003年度中（2002年9月1日～2003年8月31日）に2回発行しました．

（３）学会ホームページ

学会ホームページのURLを変更しました．ご活用下さい。

新URL：　　http://drei.mech.nitech.ac.jp/~ssj/index.html
（４）研究会

以下の研究会が活動を行っています．2004年度も同様です。

1) COM・APS(先進的スケジューリング)研究部会【主査　黒田充（青山学院大学），西岡 靖之 （法政大学）】．

2) 「先進的スケジューリング」研究部会【主査　木瀬　洋】．

3) 「グローバル競争に打ち勝つ新しいJIT生産・物流･販売システムの提案」のための産学共同研究会【主査　大野勝久（名古屋工業大学）】

（５）生産学術連合会議

前年度同様，生産学術連合会議に参加しました．

（６）横断型基幹科学技術研究団体連合

2003年4月に発足した横断型基幹科学技術研究団体連合に参加しました．

（７）国際活動プロジェクト準備委員会の発足

2004年5月実地予定の第2回スケジューリング国際会議の組織委員会，実行委員会及び，プログラム委員会を立ち上げ，それぞれの委員会を開催しました．

（８）2002年度 スケジューリング学会 学会賞の贈呈

スケジューリング学会より2002年度の学会賞として，学術賞と技術賞をそれぞれ1件ずつ贈呈しました．

1 学術賞受賞者：西岡靖之（法政大学工学部経営工学科）
論文名：”ＡＰＳ技術による座席予約型生産システムの拡張、スケジューリング・シンポジウム2000講演論文集、pp. 38-43 (2000)．

2 技術賞受賞者：阿瀬始（ＮＫＫ（株））、勘定義弘（ＮＫＫ（株））
論文名：”マルチロボット溶接における溶接経路の最適化”、スケジューリング・シンポジウム2000講演論文集、pp. 78-83 (2000)、ほか２編．
２．2003年度収支決算の承認

　資料2（ここをクリック下さい）を参照下さい．
３．2004年度事業計画

以下の事業計画が承認されました．

（１）スケジューリング国際会議2004の開催

下記のとおり、第2回スケジューリング国際シンポジウムを開催します．
　期日：2004年5月24日～26日
　場所：淡路夢舞台／兵庫県
（２）スケジューリング・シンポジウムSS2004の開催

下記のとおり、スケジューリングシンポジウムSS2004を開催します．
　期日：2004年9月29日～30日
　場所：静岡大学工学部（浜松キャンパス）

（３）ニューズレターの発行

年4回程度発行します．
（４）研究会

2003年度に活動した研究会を継続します．

（５）2003年度 スケジューリング学会 学会賞の贈呈

2003年度の学会賞として，学術賞と技術賞をそれぞれ最大1件ずつ贈呈します．

（６）その他

必要に応じて，スケジューリング学会会員に有益であると思われる事業を実施します．

４．2004年度予算

2004年度予算については資料3（ここをクリックして下さい）をご参照下さい．

５．新理事の承認

2003年通常総会より2005年通常総会までの2年間を任期とする新理事が承認されました．新理事，留任理事の名簿については資料1（ここをクリックして下さい）をご参照下さい．

（文責　田村）

2003年度事業報告

・SS2002の開催

スケジューリングシンポジウム2002を大阪大学銀杏会館で開催した．

・ニューズレターの発行

2003年度中に2回の発行を行った．

・学会ホームページ

学会ホームページのURLを変更

（http://drei.mech.nitech.ac.jp/~ssj/index.html）

した．またホームページを更新した．

・研究会

1)COM・ASP(先進的スケジューリング)研究部会

【主査　黒田充（青山学院大学），西岡靖之（法政大学）】．

2) 「先進的スケジューリング」研究部会

【主査　木瀬洋（京都工芸繊維大学）】．

3) 「グローバル競争に打ち勝つ新しいJIT生産・物流･販売システムの提案」のための産学共同研究会【主査　大野勝久（名古屋工業大学）】

を立ち上げた．

・生産学術連合会議

例年通り，生産学術連合会議に参加した．

・横断型基幹科学技術研究団体連合

2003年4月に発足した横断型基幹科学技術研究団体連合に参加した．

・国際活動プロジェクト準備委員会発足

2004年5月実地予定の第2回スケジューリング国際会議の組織委員会，実行委員会及び，プログラム委員会を立ち上げ，それぞれの委員会を開催した．

・2002年度 スケジューリング学会 学会賞の贈呈

スケジューリング学会より2002年度の学会賞として，学術賞と技術賞をそれぞれ1件ずつ贈呈した．

2004年度学会賞受賞者

学会賞選考委員会の報告に基づき、第12回理事会(2003年10月10日（金）)におきまして、2004年度の学会賞を審議し、以下のように決定いたしました。

・学術賞

受賞者：野々部宏司、茨木俊秀
所属：京都大学大学院情報学研究科：

〒606-8501 京都市左京区吉田本町

対象論文：凸型コスト関数をもつ資源制約スケジューリング問題、スケジューリング・シンポジウム２００１講演論文集（2001.10.9-10 札幌）、スケジューリング学会、pp.155-160

・技術賞

候補者：忻海洪
所属： SAPジャパン株式会社

対象論文：

1. Feasibility Study of Real Time Scheduling Using Lagrangean Relaxation Method under APS Environment（I.S.S.2002）

2. Improving Production Flexibility by MySAP SCM（I.S.S.2002）

2004年度事業計画案

・スケジューリング国際会議2004の開催

第2回スケジューリング国際シンポジウムを開催する．
期日：2004/5/24～26
場所：淡路夢舞台／兵庫県

・SS2004の開催
スケジューリングシンポジウムSS2004を開催する．
期日：未定（理事会で決定予定）
場所：未定（理事会で決定予定）

・ニューズレターの発行
年4回発行する．
・研究会
1) ＣＯＭ・ＡＰＳ(先進的スケジューリング)研究部会【主査　黒田充（青山学院大学），西岡 靖之 （法政大学）】を継続する．

2) 「先進的スケジューリング」研究部会【主査　木瀬　洋】を継続する．

3) 「グローバル競争に打ち勝つ新しいJIT生産・物流･販売システムの提案」のための産学共同研究会【主査　大野勝久（名古屋工業大学）】を継続する．

・2003年度 スケジューリング学会 学会賞の贈呈

スケジューリング学会より2003年度の学会賞として，学術賞と技術賞をそれぞれ最大1件ずつ贈呈する．

・その他

必要に応じて，スケジューリング学会会員に有益であると思われる事業を実施する．

COM・APS(先進的スケジューリング)研究部会報告

上智大学　伊呂原　隆

本研究部会は2001年4月に日本経営工学会と日本オペレーションズ・リサーチ学会の共催で発足し，2002年度からスケジューリング学会も共催学会となり現在に至っている．

本研究部会設置の趣旨は，生産管理やサプライチェーンマネジメントにおける計画・管理活動に関する先進的話題を中心に議論し，産業界・学界の最新の動向を探ることである．主要なテーマは，本部会の名称にもあるとおり，全体的最適化を指向する新時代の製造業の総合的経営概念であるCOM (Computer Optimized Manufacturing)を実現する際に，その具体的な手段としてのAPS (Advanced Planning and Scheduling：先進的スケジューリング)の果たす役割について，様々な観点から評価，分析，検討を行うことである．

年間10回の開催を基本とし，毎回，講師による講演と質疑応答を2時間ほど行っている．活発な質疑応答で予定時間を大幅に超過することもしばしばある．

講師は6～7割前後を企業の方にお願いし，実務上重要なスケジューリングの諸要件について議論するとともに，各種産業へのスケジューリングシステム導入事例とその効果について検討を重ねている．例えば，第11回「実務から見たスケジューリング機能と役割への期待」，第12回「出鋼順自動編成システムの開発」，第21回「半導体工場におけるスケジューリングシステム適用事例」など．また，市販されているパッケージソフトについても可能な範囲でスケジューリングロジックを含む詳細をご講演頂き，ソフト導入の効果や問題点などについて議論を重ねてきた．例えば，第7回「工場におけるサプライチェーンを支援する製品の紹介」，第16回「プロセス製造業向けAPSの特徴と対応パッケージソフト」，第17回「ハイテク製造業におけるAPSパッケージ導入事例」など．

一方，大学の研究者からは，APSの定義，全体最適化とAPSの関係，APS実現の段階で必要となる新たな最適化アルゴリズムの提案などがなされている．例えば，第1回「APSチュートリアル」，第8回「スケジューリング最適化エンジン」，第10回「APSの実現に必要な方法および技術に関する考察」，第18回「スケジューリングに基づく納期見積りの方法」第23回「ハイブリッド多目的スケジューリング法」など．

その他，スケジューリングを含むもの造りマネジメント全般に関するテーマについても様々な角度から議論を行っている．例えば，第26回「21世紀型モノづくり“デジタルマニュファクチヤリング"の構築」，第27回「JIT生産システムの進化への模索」など．

出席者数は20～50人ぐらいの範囲でばらつきがあり平均すると約30人で，その内訳は企業6割，大学4割程となっている．本研究部会の開催通知は学会のメーリングリストを利用させていただいている．出席予定の通知不要，会費無料なのでご都合が宜しい時に気軽にご参加頂きたい．また，これまでに開催された研究部会における各回の講師，題目，概要，報告などは以下のホームページに掲載されている通りである．

本研究部会のホームページ：

http://www.prod.mng.toyo.ac.jp/~aps/
事務局からのお知らせ

スケジューリング学会用のメーリングリストを開設しています。個人アドレスの変更や削除を必要とする場合は、事務局(ssj@vier.mech.nitech.ac.jp)まで連絡下さい。その際は、登録しているアドレスを同時に報告して下さい。

	今月の編集担当者

増山　繁　（豊橋技術科学大学）



	


（資料1）　　　　スケジューリング学会第3期理事

新任理事・監事紹介（任期：2003年の通常総会から2005年の通常総会まで）
	
	氏名
	所属

	新任理事

新任理事

新任理事

新任理事

新任理事

新任理事

新任理事

新任理事

新任理事

新任理事
	荒川雅裕

今泉　淳

伊呂原隆

貝原俊也

関口恭毅

中野一夫

鳩野逸生

村松健児

安田一彦

吉冨康成
	関西大学

東洋大学

上智大学

神戸大学

北海道大学

㈱構造計画研究所

神戸大学

東海大学

東北大学

京都府立大学

	
	
	

	新任監事
	井上一郎
	京都産業大学


留任理事（参考）（任期：2002年の通常総会から2004年の通常総会まで）
	
	氏名
	所属

	会長
	藤本英雄
	名古屋工業大学

	副会長
副会長
	徳山博于

功刀誠治
	静岡大学

日本精工㈱

	理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事
	河村一明

佐々木元

田村隆善
玉置　久
中出康一
中川義之
西岡靖之

増山　繁

森田　浩

由良憲二
	㈱デンソー

(社)中部産業連盟

愛知工業大学
神戸大学
名古屋工業大学

ｷｬﾉﾝｼｽﾃﾑｿﾙｰｼｮﾝｽﾞ㈱

法政大学

豊橋技術科学大学

大阪大学

電気通信大学

	監事
	小西正躬
	岡山大学


（資料２）　　　　　　　　　　2003年度収支決算報告


貸借対照表（2003.8.31現在）

（資料３）　2004年度　収支予算案




今回の編集にあたり京都大学長谷部伸治先生の多大なご協力を得ました。記して深謝申し上げます。


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































支出





収入





至　平成１６年８月３１日





平成１５年９月１日





1,967,700





合    計





1,967,700





合    計





27,700





予備費





(7)





0





特別事業積立金





(6)





200,000





スケジューリング国際会議2004共催費





200,000





プロジェクト





(5)





50,000





予備費





200,000





親睦会費





20,000





消耗品費





150,000





人件費





40,000





交通費





80,000





会議費





360,000





印刷費





100,000





会場費





1,000,000





SS2003開催費





(4)





30,000





横断型研究団体参加費





20,000





生産学術連合会参加費（第7回）





20,000





生産学術連合会参加費（第6回未払分）





300,000





研究部会費





100,000





学会賞





0





ホームページ維持費





0





ニュースレター費





470,000





事業費





(3)





100





受取利息





(4)





10,000





会場費





0





論文集追加販売





40,000





交通費





200,000





懇親会（40名）





30,000





理事会・評議会費





800,000





参加費（80名）





80,000





会合費





(2)





1,000,000





SS2003開催収入





(3)





10,000





消耗品費





20,000





入会金（10名）





30,000





交通費





240,000





賛助会員（8社）





30,000





通信費





14,000





学生会員（１4名）





30,000





印刷費





654,000





正会員(218名）





90,000





人件費





928,000





会費





(2)





190,000





事務費





(1)





39,600





前年度繰越金





(1)





単位：円
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